








薬物動態学 島本 一志 
 
内容要旨 
 経口オピオイド導入後，早期にフェンタニル貼付剤へ Opioid Switching 
(OpSw) することがある．このような OpSw は疼痛コントロールを得るまで
の時間に影響を与える可能性がある．しかしながら早期 OpSw につながる
因子は明らかとなっていない．そこで早期 OpSw に影響する因子を後方視
的に調査した．2013 年 1 月から 2016 年 12 月までに昭和大学藤が丘病院
に入院中，オキシコドン徐放錠でオピオイドを導入し，フェンタニル貼付
剤に OpSw した Best Supportive Care (BSC) 患者を対象とした．調査項
目は，OpSw までの日数，オキシコドン導入時の年齢，性別，ボディマス
指数 (BMI)，がん種， NSAIDs もしくはアセトアミノフェン (AA) 使用の




血球数 (WBC)，リンパ球の割合 (Lym)，C反応性蛋白 (CRP)，アルブミン 
(Alb)，アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ (AST)，アラニンアミ
ノトランスフェラーゼ (ALT)，血清クレアチニン値 (SCr)，乳酸脱水素酵
素 (LDH)，アルカリフォスファターゼ (ALP) について，オキシコドン徐
放錠導入前後 1 週間以内のデータを調査した．OpSw までの期間で 2 群に
分類し，単変量解析および多変量解析を行った．該当患者は 96名であり，
OpSw までの期間の中央値は 14 日であった．OpSw までの期間を 14 日未満
（早期群）および 14 日以降（継続群）の 2 群とし，基本情報，臨床デー
タ，投薬状況を比較した．早期群は 44名，継続群は 52 名であった．単変
量解析の結果「PS 3,4」，「CRP 1.0 mg/dL」および「PPI 6.5 点以上」
の患者が有意に早期群で多かった (p = 0.040，0.002，0.018)。また，「経
口食事摂取量著明減少」も早期群で多い傾向がみられた (p = 0.072)．単
 変量解析で p 値が 0.2 未満の因子を用いて早期 OpSw について多変量ロジ
スティック回帰分析を行なった結果，「CRP 1.0 mg/dL以上」がオキシコ
ドン徐放錠からフェンタニル貼付剤への早期 OpSw につながる影響因子と
して得られた (p = 0.009)．また，「PPI 6.5 点以上」が早期 OpSw につ
ながる影響因子としての傾向があることがわかった (p = 0.05)．本研究
で得られた早期 OpSw に影響する因子は，短期予後因子としても報告され
ている．予後が短い患者はより早期に疼痛コントロールを得る必要があり，
早期に OpSwとなる患者に対し opioid を導入する際は，患者の状態を基に
より適切な薬剤選択が望まれる．本研究は、早期の疼痛コントロールを実
施するための導入オピオイドの適切な選択における有用な情報となった
と考えられる． 
